














































































第1学年 175 140 105 105 70 70 105 70 35 35～70 105～40 1，050
第2学年 140 140 140 105 35～0
35～
0

















































































































































































































































































































②まとめ 1 まとめ まとめ
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　「1　環境問題とは」では生産様式の変化と種々の環境間題について技術史的観点から
触れ，特に近代の産業革命以降の工業化社会における環境問題について，主として資源利
用技術やエネルギー変換技術の急速な進展と生態系との関係について知らせ，環境問題へ
の興味と関心を持たせる。
　「2　環境問題の現状」では我々を取り巻く環境には大きくは自然環境と人為的環境が
あることを知らせ，人間を主体とした環境とその諸問題について知らせる。現代の様々な
環境問題の中から特に大気，土壌及び水に関する問題を取り上げて，身近な環境問題と地
球的規模の環境間題との関連について考えさせる。
　「3　生産技術と環境」では環境問題の解決は重要な課題であるが，同時に科学技術の
進歩も社会的な要請であり，科学技術の進歩が環境問題の解決に果たす役割が大きいこと
を具体的事例を上げて考えさせる。人類の幸福という全体的な視点から産業活動と環境保
全との調和のとれた科学技術の進歩が必要であることに気付かせる。
　「4　消費技術と環境」では消費の拡大に伴う資源やエネルギーの大量消費が環境破壊
の一因となっていることに気付かせる。また，生活行動様式を環境保全の観点から見直さ
せ，消費活動に伴って間接的に環境への負荷を誘発していることを具体的な事例から考え
させ，製品の生産から消費さらに再利用までを環境保全の観点から総合的に捉える能力を
身に付けさせる。
　「5　環境問題への対応」では環境問題に直接関わる幾つかの価値基準について知らせ，
科学技術の進歩と社会との関わりについて考えさせ，環境アセスメント等の考え方に触れ
させる。今後開発が予想される環境関連技術について知らせ，生態系の一員として環境問
題を解決するための人類の責任と役割が大きいことに気付かせるとともに，環境保全を意
識した新たな生活様式について考えさせる。
　「6　まとめ」ではこれまでの学習をもとに，具体的な環境問題の事例について，その
解決方法をまとめ，環境間題を解決するための実践的態度を養う。
　4．4　「環境」領域の構造化
　ベオグラード憲章には「環境教育の目標」として「関心」，「態度」，「知識」，「技能」，
「評価能力」，「参加」の6項目が示されている18）。本研究ではこれら6項目を簡略化する
ために以下に示すような3領域にまとめた。
　「関心」，「態度」をまとめ「情意的領域」とした。情意的領域は我々を取り巻く環境の
重要i生について自然の事物・現象から体験的に学習を進めることで関心及び意欲を高める
領域と位置づけた。すなわち，自然等の守るべき環境に直接触れる中でその重要性につい
て知らせる領域とした。次いで「知識」，「技能」をまとめ「知識的領域」とした。ここで
は「情意的領域」の中で体験的学習を通して得た環境の様々な変化をその原理や法則のも
とに科学的に認識し解明するための基礎的な知識を得る領域とした。最後に「評価能力」，
「参加」をまとめ「実践的領域」とした。この領域ではこれらの学習活動を基に環境問題
の解決に向けてより良い選択と適切な決定ができる能力を身に付け，環境問題の解決と環
境の保全に向けて主体的に取り組む実践的な態度を養う領域とした。
　「情意的領域」，「知識的領域」，「実践的領域」の3領域と主な指導事項との関連を表5
に示した。上述の「環境」領域の指導計画は3領域を網羅しており，「知識的領域」を中
　　　　　　　　藤木・川谷・小川：中学校技術科における「環境」領域の創設
心とし「実践的領域」へと発展的に取り扱える内容構成とした。
　　　　　　　　　　　表5　「環境」領域の教育内容の構造化
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　　枠組み
導項目
主　な　指導事項
情意的領域
関心・態度）
知識的領域
知識・技能）
実践的領域
評価能力・参加）
1環境問題
とは
環境問題
現状
生産技術
と環境
消費技術
と環境
環境問題
の対応
まとめ
生産様式の変化
生産様式と環境問題 産業革命と社会構造の
化
資源利用・エネルギー
換技術と環境問題 資源利用・エネルギー
換技術
自然的環境と人為的環境
身近な環境問題と地球
規模の環境問題
様々な環境問題 大気・土壌・水への環
負荷
生産技術の進歩 環境問題と技術開発
生産と環境問題 自動車省エネ技術 様々な発電技術とエネ
ギー問題栽培技術・育種技術等
自動車の利用と環境へ
影響 環境への直接的影響と
接的影響
消費と環境問題
生産段階における環境
の影響
環境アセスメント 科学技術と社会
望まれる環境関連技術 環境問題と価値基準 人類の責任と役割
これからの環境関連技術 新たな生活様式
環境問題の解決へ向けて
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5　結言
　中学校技術科に「環境」領域を創設することを提言し，領域の目標と指導計画案を具体
的に示した。
　環境に関する問題は広い専門分野に亘り，いずれも重要な内容であるが，教科の役割分
担を考え，さらに授業時数の制限をも考慮し，技術科においては環境の問題を科学技術の
視点か捉えることとし，人間の生活環境を対象とした教育内容の構成とした。ここに示し
たものは筆者らの提案であり，問題点が含まれるかもしれないが，今後は授業実践を通し
て問題点を見いだし，解決を図っていきたい。
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